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心理的安全性を高めるため、Allyコミュニティの
設置や、ロゴシール等の配布でAllyの可視化を
行っています。
また、社内外に専用の相談窓口を設置するほ
か、相談したい社員と支援したい社員（Ally）が
つながる仕組みとしてシステムを活用し、支援の
輪を広げています。

役員向け、管理職向け、全社員向けそれぞれに
研修やセミナーを実施しています。基礎知識だ
けでなく、現場を想定したケーススタディや、
様々な年齢/クラスで構成したグループディスカ
ッションを盛り込み、尊重する姿勢を考えるコン
テンツにしています。

同性パートナーをもつ社員にも、配偶者をもつ
社員と同様の人事制度を適用しています。
（休暇制度、育児休業制度、介護休業制度、育児
短時間勤務制度、介護短時間勤務制度、慶弔金
など）

社内外における取組みを評価され、PRIDE指標
2020において、最高位であるゴールドを受賞し
ました。

安心できる環境づくり 社内啓発

各種人事制度の整備 取り組みの評価

アビームコンサルティングは、多様な個性が尊重され、性的指向や性自認にかかわらず
すべての社員が安心して働き続けられる環境づくりに取り組んでいます。

アビームコンサルティング株式会社



2017年からLGBTに関する社内研修を行ってい
ます。最初は人事・採用担当向けの研修でした
が、好評ということもあり、翌年から毎年全社員
を対象に自由参加形式で本社と国内事務所で
開催し、さらに昨年はオンライン形式でも開催
しました。また、役員向けにLGBT当事者2名によ
る講話も実施しました。また、ハラスメント防止
研修の中でも、LGBTに関わるセクシュアル・ハラ
スメントの防止などを呼びかけています。

「社員一人ひとりが働きやすく、能力を最大限活
かせる会社にしたい」という理念を元にLGBTに
関する映画上映会や、社長も招待したオンライ
ンディスカッションイベントなど、従業員なら誰
でも参加できるイベントのほか、他社とつながっ
て情報共有したりもしています。メンバーは
ALLYステッカーをPCに貼るなどしてアピール
し、働きやすい環境づくりに貢献しています。

同性パートナーを含む「事実婚パートナー」と
「事実婚パートナーの子」を家族として取り扱え
るよう社内規程を整備。結婚に関連する祝い金
や休暇付与のみならず、住宅関連補助など原則
としてすべての人事制度・福利厚生制度が適用
対象に。会社のLGBTへの取組みが全従業員に
理解してもらえるよう、人事関連のイントラネッ
トにLGBT特集ページを掲載しています。

株式会社 INPEX ‒ 私たちは石油や天然ガスの探鉱・開発・生産を中核とし発展してきた、世界およそ20ヵ国でエネルギー開発事業
を推進 する日本企業です。2021年4月1日に「国際石油開発帝石株式会社」から「株式会社INPEX」に和文商号を変更しました。

PRIDE指標に置いて２年連続でシルバー認定を
受けました。研修・アライ活動・イベント協賛・他
社との積極的な情報共有などが評価されていま
す。人事規程の整備など、継続的な取り組みで
年々企業風土を醸成し、さらに高く評価されるよ
う努めています。

LGBTに関する意識向上研修 INPEX LGBT ALLYを設立

社内制度をよりインクルーシブに改定

https://www.inpex.co.jp/

PRIDE指標シルバー受賞







イベントの実施
一昨年から社内で、LGBT映画上映会を行ってい
ます。昨年は、世界人権デーにちなみ、12/7-11
にかけて「LGBTウィーク」を開催しました。オン
ラインによる映画上映会にくわえ、ALLYから
LGBTメッセージを毎日発信することでLGBTに
ついて、正しく、そして楽しく知っていただけるよ
う努めました。

LGBTの理解促進
一昨年より、管理職や関係部門を対象とする
LGBT当事者を招いたセミナーを実施しました。
これを皮切りに、社内においても定期的にLGBT
理解促進セミナーや勉強会を実施し、実施回数
３０回以上、受講者は１５０名以上におよびま
す。引き続き、ストレートもLGBTの社員も、安心
して働き続けられる環境作りにつとめます。

work with Prideの初認定
PRIDE指標において当社は初めてブロンズ認定
を受けました。取り組みの中で、専用の相談窓口
を設置し、またセミナーやイベントを通して
LGBTのことを正しく理解した希望者へALLYレイ
ンボーステッカーを配布しています。その数は２
００以上を超えます。

アライネットワークの発足
「組織」ではなく、LGBTをはじめとする性的少数
者への理解や支援を表明する人の輪として、オ
リンパスレインボーLGBTアライSNSを昨年より
立ち上げました。そういう想いを少しでも持った
人同士が出会う機会をつくり、互いの応援体制
を整えたり、想いを共有したりしています。アライ
をSNSで表明するメンバーだけでも５０名以上
を超えます。

オリンパス株式会社



社内のLGBT当事者が安心して働ける環
境 を作るために社内でもLGBT-Ally活動
を積極的に行っています。アライ希望者
にはオリジナルステッカーを配布し、名札
や社用スマホ、PC等に貼り、ステッカーを
身につけて勤務しています。

倫理規程にて、「性自認」「性的指向」がハ
ラスメントの対象となる旨の記載、同性パ
ートナーシップ制度の制定、性別適合手
術の社員融資金の使途への追加等、社内
制度の整備も行っています。

LGBTの活動を推進し、2018年より3年連
続で 「PRIDE指標」でゴールドを取得して
います。 また、「ホワイト企業認定」では、 
“ダイバーシティ＆インクルージョン部門” 
“ワーク・ライフバランス部門”を受賞し、
誰もが働きやすい環境づくりを進めてい
ます。

2017年より社外のレインボーイベント等、
社外に向けての取り組みにも積極的に参
加しています。主に東京・名古屋・大阪の
レインボープライドへ参加しています







メディアサービス分野オートモーティブ分野 パブリックサービス分野 DXビジネス

「PRIDE指標」ゴールドを3年連続受賞
「一人ひとりが自分らしく生き生きと働ける企業へ」と
経営者メッセージを掲げ、LGBT+の方をはじめ、一人
ひとりの多様性を尊重し、能力が最大限発揮される
風土づくりを推進しています。「PRIDE指標」の最高位
である「ゴールド」を2018年に続き3年連続で受賞し
ました。

LGBT+についての社内啓発活動
主要拠点には、外部講師やLGBT当事者の方を登壇
者として招き社員向けLGBT+研修を開催し、国内地
方拠点へはダイバーシティ推進室メンバーが赴き、
LGBT+に関する内容を含むハラスメント研修を実施
し、社員のLGBT+への理解を深める取り組みを行い
ました。

社内設備、制度の整備を継続
1. トイレ
LGBT+の方も含めて様々な方が利用しやすいよう、
多機能トイレの増設や表示の変更を実施しました。
2. 保険
会社の団体医療保険を、LGBT+の方も受取対象者と
なるプランに切り替えました。
3. LGBT+に関するリスクの周知徹底
海外駐在、出張者が渡航前にリスクや必要な対応方
法について理解を深められるよう、海外勤務ハンドブ
ックへLGBT+に関する項目を追加しました。

風土醸成へ向けた活動
1. TRPパレード参加
2018年より社内有志を募り、Tokyo 
Rainbow Prideのパレードへ参加して
います。
2. ALLYバッジの制作・配布
LGBT+を理解し支援することを表明す
るALLYシールに加え、缶バッジとピン
バッジを制作しました。LGBT+研修受
講者や、社内外のALLYを表明する
方々へ配布しています。



企業内大学（J:COMユニバーシティ）に
て、2018年から毎年LGBT講座を実施。そ
の様子をeラーニング化し、講座参加者以
外にも視聴を促進しています。

J:COMグループでは、行動方針/J:COM WAYの１つである「すべての人を大切にする」のもと、
様々な人材が活き活きと活躍できる会社を目指しています。LGBT施策としては、研修の開催や
すべての人が安心して働くために外部相談窓口の設置をするなど、各種取り組みを行っています。

2017年より社内・社外に相談を窓口を設
け、サポート環境を整備しています。社員
にも社内イントラやポスターを活用し、周
知しています。

LGBTについて社員の理解を広めるため
に、社内イントラ上にLGBTページを設け、
各種取り組みを紹介しています。

LGBTページ内で「J:COM Ally」も募集。　
「J:COM Ally」となった社員にオリジナル
のオンライン壁紙を配布し、活用してもら
う事で、Allyの輪を広げています。

研修の開催

LGBTページの開設

相談窓口の設置

Allyを増やす取り組み

←〈研修光景〉

株式会社ジュピターテレコム



医療・福祉業界で初の
work with pride プライド指標「PRIDE 指標」GOLD認定を受けた ALLY 企業です。



＜主な活動内容＞
・アライコミュニティー「SEPALLY Friends」の運営
・グループ全体にむけたLGBTに関するメルマガ配信
・役員を含む管理職向けLGBT研修の定期開催

セプテーニグループ

SEPALLY RAINBOW
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

グループ横断のLGBT&アライネットワーク「SEPALLY RAINBOW」を2017
年に組成し、第4期を迎えました。“LGBTに対する理解を深め、アライを増や
すことで、LGBTであるないに関わらず、すべての社員にとって、働きがいの
高まる職場をつくる“を目的として、様々な活動を行っています。

PRIDE指標「ゴールド」を3年連続受賞
■■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

セプテーニグループのLGBTに関する様々な取り組みや活動が評価され、
3年連続で、最高評価のゴールドを受賞しました。
また、セプテーニグループでは、2018年1月に社内規程における配偶者
の定義を改定し、同性パートナーがいる社員も、慶弔休暇や慶弔見舞金、
単身赴任手当等の制度を利用できます。

noteを通じた社外への情報発信
■■■■■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

当事者インタビューやSEPALLY RAINBOWメンバーに
よる座談会など、活動内容を社内外に発信しています。

性別、年齢、国籍、人種、民族、宗教、思想、信条、社会的身分、
障がいの有無、性的指向、性自認などによる差別およびハラスメントを
発生させない環境を整えることで、ひとりひとりの強みが十分に

発揮されるよう、継続的に活動を推進します。

Septeni Group note

SEPALLY Friendsに配布するキーホルダー SEPALLY Friends向け情報共有チャンネル 管理職向けLGBT研修
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●Thailand LGBTQ+ Symposium
２０１９年で2回目となるシンポジウムでは世
界中からのジャーナリストやKOLをご招待し、基
調講演やタイ現地のフレンドリーホテルとのワ
ークショップを開催。タイがすべての方に平等に
かつ開放的に滞在いただけることを皆様にお伝
えしています。

●Go Thai Be free
タイ国政府観光庁ではニューヨーク事務所を起
点とし、新たにウェブサイトを開設。LGBTQのイ
ベントやパーティー、ナイトライフはもちろんで
すが、それ以上に、豊かな文化、美味しい食べ
物、地元のユニークな体験、他に類を見ない豪
華さ、魅惑的な休暇、一生の思い出になるよう
な体験・情報を提供しています。

● タイ国政府観光庁日本事務所の取り組み
関西レインボーフェスタ、九州レインボープライ
ドに参加し、ＡＬＬＹとしてすべての方にタイの
情報をお届けしています。また、コロナ禍にあり
タイでもワーケーションやステイケーションをす
べての方にお勧めしています。特にビーチリゾー
トではLGBTQ当事者のスタッフが皆様をお迎え
し、細やかなサービスを提供しております。

●同性パートナーシップ法が閣議決定
2020年7月8日、タイ政府は、同性カップルについ
ても、婚姻関係にある夫婦とほぼ同じ権利が認
められるように、「シビルパートナーシップ法案」
を承認しました。

タイ国政府観光庁





東芝グループは多様な価値観・バックグラウン
ドを持つ従業員一人ひとりがいきいきと働ける
職場を目指しています。この目的の実現のため
にＳＯＧＩに関する差別を解消すべく、LGBT+
差別の禁止及び解消に関する基本方針を20年5
月に制定しました。

相談窓口担当者や組織長を含む一般従業員向
けにLGBT+理解促進・ハラスメント防止ウェビ
ナーを21年3月に開催し、280名の参加者が集ま
りました。このウェビナーをきっかけにLGBT+は
身近なことであり、理解することの大切さについ
て気づいた参加者の声が多かったです。

20年11月に多様性受容推進を目的としたコミュ
ニティーの中に社内のAlly グループを立ち上げ
ました。LGBT+に関する情報・記事の共有の他
に、意見交換、Allyシールの配付も行いました。
また、社内外のイベントについて案内し、どう理
解すればいいか、どのような支援ができるかを
皆で知識を深めています。

社内での「東芝グループにおけるLGBT等差別の
禁止・解消に関する方針」の制定、相談窓口の運
用、各種研修を通じた理解促進・啓蒙、エントリ
ーシートの性別欄の選択肢新設などの様々な取
り組みを実施し、2020年Pride指標「シルバー」を
いただきました。21年度は「ゴールド」取得を目
指します。

東芝グループにおけるLGBT+
差別の禁止及び解消に関する
基本方針の制定

社内LGBT+ Allyグループの立ち上げ 外部からの評価と今後の展望

LGBT+に関する社内の理解促進

株式会社 東芝



トランスジェンダーの中には外出先のパブリッ
クトイレの利用に悩みを抱えている人がいます。
多様なセクシュアリティの方を含めすべての人
が安心して使えるトイレづくりの配慮ポイントや
プランなどを、パンフレット配布や建築の専門
家を対象としたセミナー開催を通じて2015年よ
りご提案しています。

多様なセクシュアリティの方のニーズや課題を
知っていただくことを目的に、当事者へのヒアリ
ングやトイレに関するアンケート調査結果、コラ
ムや座談会の様子をWEBにて公開しています。

「九州レインボープライド」への協賛や「東京レ
インボープライド」でのオンラインパレードな
ど、イベントに参加。また「渋谷区しぶやレイン
ボー宣言」に賛同して渋谷区内の事務所に宣言
POPを設置するなど、差別や偏見のない社会づ
くりを目指して取組んでいます。　

TOTOグループで働く全員へLGBTやダイバーシ
ティに対する理解を深めるために、研修やｅ-ラ
ーニングによる教育を実施し、風土醸成を推進。
20年度には、同性パートナーとの事実婚に関す
る社内認定制度も整備しました。また、だれもが
利用しやすいトイレ整備を進めるため、国内事
業所のトイレサインの見直しや改修も都度行っ
ています。

だれもが使いやすいトイレのご提案 理解促進に向けての情報発信

LGBTイベントへの参加・協賛 ダイバーシティを尊重した職場づくり

※画像は2019年度イベント参加時のものです。

身体状況や性別、国籍などを超えてみんなが快適に暮らせる社会のために
TOTOはトイレなどの水まわりからユニバーサルデザインに配慮した商品・空間づくりに挑戦し続けています。

TOTO株式会社
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2017年から福岡レインボープライド、2018年から東京レイ
ンボープライド、2019年には大阪レインボーフェスタに参
加し、イベントの運営にあたっては、毎年100名近い有志の
ボランティアが参加しています。社内教育だけではなく、イ
ベント等に参加することで、JALグループ社員にとりましても、
理解促進にも繋がる機会としています。企業のLGBTQに関
する取り組みの評価指標「PRIDE指標」で2020年は5年連
続最上位「ゴールド」を、またチャーター便の運航などでは
特別賞である「ベストプラクティス」も受賞しています。

JALはすべてのお客さまに快適な空の旅をご提供するべく、
ダイバーシティ＆インクルージョンを推進し、お客さま一人
ひとりに寄り添った、心のこもったおもてなしで、あなたの旅
の記憶の1ページを鮮やかに彩ります。また、LGBTQについ
ては、一企業としての取り組みだけでなく、より多くの皆さま
にLGBTQを支援する運動を知っていただき、社会全体での
理解促進を進めることも目的として取り組んでまいります。

社会全体での理解促進のため2019年8月に沖縄で開催さ
れた「ピンクドット沖縄」に合わせて、「JAL LGBTQ ALLYチャ
ーター」を日本で初めて運航しました。また、2020年10月に
空港や機内の英語のアナウンスにおいて、性別を前提とし
た敬称として使用していた「ladies and gentlemen」という
文言を、ジェンダーニュートラルな表現に変更しました。ア
ナウンスを変更することの是非ではなく、気づきとなり、さら
に理解が進むことを期待しています。

みんなでためる！みんなでつかう！
ご家族それぞれがためたマイルを、特典交換の際に合算し、
登録した会員が全員で利用できる「JALカード家族プログラ
ム」をご用意しています。特典交換が身近になり、ご家族皆
さまの楽しみが広がります。

PHOTOGRAPHY BY SACHIE ABIKO










